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地
域
建
設
に
励
ん
だ
先
人
の
足
跡

明
治
初
期・山
形
の
石
橋
群

　

山
形
県
に
現
存
す
る
め
が
ね
橋
は
12

橋
確
認
さ
れ
て
い
る
。九
州
・
沖
縄
を

除
く
都
道
府
県
だ
け
を
比
較
す
る
と
、

こ
の
数
は
多
い
と
言
え
る
。そ
の
背
景

に
は
、
山
形
県
の
初
代
県
令（
後
の
県
知

事
）と
し
て
、
明
治
９
〜
15（
１
８
７
６

〜
８
２
）年
に
在
任
し
た
三
島
通
庸（
み

し
ま
・
み
ち
つ
ね
）
の
豪
腕
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。

　

三
島
は
薩
摩
出
身
。戊
辰
戦
争
で
新

政
府
軍
の
補
給
部
隊
で
活
躍
。明
治
４

（
１
８
７
１
）
年
に
東
京
府
参
事
、
７
年

か
ら
酒
田
県
令
。９
年
に
酒
田
・
置
賜

（
お
い
た
ま
）・
山
形
の
３
県
が
統
合
さ

れ
、
山
形
県
令
と
な
っ
た
。ト
ン
ネ
ル
掘

削
を
含
む
大
規
模
な
道
路
開
発
、
石
橋

架
設
、
県
庁
舎
を
中
心
と
し
た
都
市
整

備
事
業
、
地
方
郡
役
所
の
建
築
な
ど
を

急
ピ
ッ
チ
に
進
め
、
三
島
に
は
「
土
木
県

令
」と
い
う
あ
だ
名
が
つ
い
た
。

　

北
は
秋
田
、南
は
福
島
へ
至
る
山
形
の

幹
線
道
路
に
は
、
堅
岩
橋
（
か
き
わ
ば

し
、上
山
市
川
口
、明
治
11
年
）、中
山
橋

（
同
市
中
山
、
同
13
年
）、
吉
田
橋（
南
陽

市
小
岩
沢
、
同
13
年
）、
小
巌
橋（
こ
い
わ

ば
し
、
同
市
小
岩
沢
、
同
14
年
）な
ど
の

め
が
ね
橋
が
架
け
ら
れ
た
。ま
た
、
奥
羽

街
道
の
難
所
で
あ
っ
た
金
山
峠
に
続
く

宿
場
町
、楢
下（
な
ら
げ
）で
は
、地
域
住

民
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
新
橋（
上
山
市

楢
下
、
同
13
年
）と
覗
橋（
の
ぞ
き
ば
し
、

4面　第36回大会を福岡県八女市で開催
7面　I♡めがね橋（上塚尚孝）

2面　小巌橋修復工事=山形・南陽市=
6面　石橋を守るために(3)（軸丸英顕）

中面の案内

覗
橋（
の
ぞ
き
ば
し
）

山
形
県
上
山
市
楢
下
、１
８
８
２（
明
治
15
）年
架
橋
、橋
幅
３・５
㍍
、径
間
約
８・４
㍍

石
材
は
大
門
石（
凝
灰
岩
）、上
山
市
指
定
文
化
財　
写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

同
市
楢
下
、同
15
年
）が
架
設
さ
れ
た
。

　

各
橋
の
石
材
は
凝
灰
岩
で
、
特
に
輪

石
に
大
き
な
石
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る

点
が
共
通
し
て
い
る
。昨
年
の
豪
雨
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
小
巌
橋
の
修
復

工
事
を
担
当
す
る
、「
尾
上
建
設
」（
熊

本
・
山
都
町
）
の
尾
上
一
哉
・
代
表
取

締
役
（
会
員
）
は
、「
こ
の
地
の
凝
灰
岩

は
、
溶
結
凝
灰
岩
に
比
べ
軽
量
で
ヒ
ビ

が
少
な
く
、
大
き
な
素
材
に
加
工
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。山
形
に
は
鹿
児

島
の
石
工
が
派
遣
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
石
橋
の
強
度
と
凝
灰
岩
の

性
質
を
考
え
、
大
き
な
輪
石
を
使
用
し

た
の
で
は
な
い
か
」と
解
説
す
る
。

　

南
陽
市
の
赤
湯
温
泉
郷
に
あ
る
烏
帽

子（
え
ぼ
し
）山
八
幡
宮
に
は
、高
さ
10
・

75
㍍
も
の
継
ぎ
目
の
な
い
一
本
も
の
の

柱
石
が
使
わ
れ
た
大
鳥
居
、
見
事
な
狛

犬（
こ
ま
い
ぬ
）や
灯
籠（
と
う
ろ
う
）と

い
っ
た
石
造
物
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
吉
田
橋
に
そ
の
名
が
残
る
石

工
、吉
田
善
之
助
の
仕
事
で
あ
る
。

　

各
橋
の
架
設
年
代
は
、
日
本
が
西
洋

列
強
諸
国
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
近
代

国
家
を
目
指
し
、
国
際
社
会
の
荒
波
に

乗
り
だ
し
た
明
治
初
期
。現
存
す
る
山

形
の
め
が
ね
橋
は
そ
の
時
代
、
地
域
建

設
に
励
ん
だ
先
人
の
存
在
を
物
語
っ
て

い
る
。（
広
報
部
）

※
山
形
県
H
P「
三
島
通
庸
と
山
形
県
」を
参
照

※
2
・
3
面
に
関
連
記
事
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昨
年
の
山
形
県
豪
雨
災
害
に
よ
り
損
傷
し
た
南
陽
市
の
「
小
巌
橋
」。そ
の
修
復
工
事
が
今

年
５
月
か
ら
始
ま
り
、「
肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講
座
」受
講
者
の
う
ち
の
３
人
が
現
場
で

腕
を
振
る
っ
て
い
る
。工
事
の
過
程
で
は
、
基
礎
石
の
下
か
ら「
胴
木
」が
見
つ
か
っ
た
こ
と
も
注

目
さ
れ
る
。現
場
の
状
況
を
紹
介
す
る
。

小
巌
橋
修
復
工
事
＝
山
形
県
南
陽
市
＝

現
場
で
腕
を
振
る
う
石
工
養
成
講
座
受
講
者

写
真
提
供
／
尾
上
建
設（
*a
）、中
村
ま
さ
あ
き（
*ｂ
）

豪雨被害後の小巌橋（2014年7月）。下流側の輪石が崩れ、勾欄（こうらん）も
流失ている(*a)

石材の位置確認のため、支保工の上に仮置きされた輪石（2015年8月9日）。
旧材の輪石基底部の高さが水平にそろっていない(*a)

工事中の小巌橋（下流側）。白っぽい輪石が新材（高畠石）。支保工は
６点でジャッキアップされ、抜き差し用のレールが設置されている(*b)

　

小
巌
橋（
こ
い
わ
ば
し
）は
、山
形
県
南
陽
市

小
岩
沢
の
前
川
支
流
の
北
川
に
架
か
る
石
造

単
一
ア
ー
チ
橋
。架
橋
は
１
８
８
１
（
明
治
14
）

年
。径
間
は
３
㍍
、橋
長
６
㍍
に
対
し
、橋
幅
は

６
・
７
㍍
も
あ
る
。「
蛇
ヶ
橋（
蛇
橋
）」と
も
呼

ば
れ
、「
山
形
の
石
橋
群
」の
一
つ
と
し
て
、土
木

学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

石
材
の
調
達
に
苦
労

　

昨
年
７
月
、南
陽
市
は
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
小
巌
橋
は
右
岸
下
流
側
の
輪
石
や
壁
石
、

勾
欄（
こ
う
ら
ん
）の
一
部
が
流
失
し
、
基
礎
も

欠
損
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。

　

同
月
、
本
会
に
修
復
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、上
塚
尚
孝
・
事
務
局
長
が
石
橋
構
築
・

修
復
技
術
者
養
成
事
業
の
世
話
役
で
あ
る「
尾

上
建
設
」（
同
・
山
都
町
）
の
尾
上
一
哉
氏
（
会

員
）
を
紹
介
。尾
上
氏
は
「
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

セ
ン
タ
ー
」（
熊
本
・
大
津
町
）代
表
取
締
役
の

中
村
秀
樹
氏（
会
員
）を
誘
い
、
す
ぐ
に
現
地
に

飛
ん
で
被
害
調
査
を
実
施
し
た
。

　

小
巌
橋
の
修
復
工
事
の
実
施
が
決
ま
り
、今

年
５
月
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
が
、
新
し
い
石

材
の
調
達
に
困
難
が
生
じ
た
。

　
「
山
形
県
内
の
凝
灰
岩
の
採
石
場
は
、
全
て

稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
石
材
の
在
庫
を

探
し
求
め
た
末
、南
陽
市
の
隣
の
高
畠
町
で
偶

然
、高
畠
石（
凝
灰
岩
）を
扱
う
佐
藤
石
材
店
を

見
つ
け
ま
し
た
」と
尾
上
氏
は
振
り
返
る
。

　

幸
運
な
こ
と
に
石
材
提
供
先
は
見
つ
か
っ
た

が
、
店
は
佐
藤
孝
義
氏（
83
歳
）が
一
人
で
運
営

さ
れ
て
お
り
、
受
注
残
の
処
理
も
あ
る
た
め
、

調
達
に
時
間
が
掛
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

復
元
工
事
の
難
し
さ

　

小
巌
橋
の
修
復
工
事
に
は
、
２
０
１
１
年
度

に
始
ま
っ
た
「
肥
後
種
山
石
工
技
術
継
承
講

座
」の
受
講
者
で
あ
る
、
尾
上
建
設
社
員
の
荒

木
大
人
氏
と
本
田
和
幸
氏
、藤
原
石
材（
熊
本
・

山
都
町
）
の
藤
原
孝
史
氏
（
５
月
上
旬
か
ら
約

１
カ
月
間
従
事
）の
３
人
が
加
わ
り
、
他
の
尾

上
建
設
社
員
、元
請
け
会
社「
三
浦
建
設
工
業
」

（
山
形
県
南
陽
市
）の
社
員
と
と
も
に
、現
場
で

作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

支
保
工
を
設
置
し
て
石
橋
を
一
度
解
体
し
、
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そ
の
上
で
再
度
、石
材
の
組
み
立
て
が
行
わ
れ

た
。石
材（
旧
材
）は
、
再
使
用
で
き
る
も
の
と

で
き
な
い
も
の
が
選
別
さ
れ
、
工
事
に
は
新
材

（
高
畠
石
）が
全
体
の
３
割
に
使
用
さ
れ
た
。

　

修
復
工
事
に
つ
い
て
、
荒
木
氏
と
本
田
氏
は

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
小
巌
橋
の
輪
石
は
、
各
石
材
の
形
や
大
き

さ
が
ま
ち
ま
ち
で
、輪
石
基
底
部
の
背
の
高
さ

が
水
平
に
そ
ろ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。熊
本
で
架

け
た
実
習
橋
の
や
り
方
そ
の
ま
ま
で
な
く
、こ

こ
に
合
っ
た
や
り
方
を
考
え
、
慎
重
に
作
業
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
荒
木
氏
）。「
旧

材
は
削
ら
な
い
方
針
で
す
の
で
、
旧
材
に
接
す

る
新
材
を
絶
妙
に
加
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。旧
材
に
囲
ま
れ
て
い
る
新
材
の
場
合
、

た
っ
た
１
つ
の
輪
石
を
加
工
す
る
の
に
、
１
日

掛
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」（
本
田
氏
）。

　

２
氏
の
話
か
ら
は
、小
巌
橋
を
復
元
し
よ
う

と
す
る
意
気
込
み
と
と
も
に
、少
し
ず
つ
提
供

さ
れ
る
貴
重
な
石
材
を
、無
駄
に
し
た
く
な
い

と
い
う
思
い
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

基
礎
石
の
下
に
胴
木

　

小
巌
橋
の
解
体
過
程
で
は
、左
右
両
岸
の
ア

ー
チ
基
礎
石
の
下
か
ら
、松
材
の
胴
木
が
発
見

さ
れ
た
。「
１
本
の
長
め
の
木
材
と
そ
れ
に
つ

な
が
る
短
い
横
木
が
少
し
残
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
は
し
ご
状
に
な
っ
て
い
た
胴
木
が
一
部

流
失
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」と
荒
木
氏
。

　

は
し
ご
胴
木
は
、
肥
後
の
野
津
石
工
、
岩
永

三
五
郎
が
鹿
児
島
藩
に
招
か
れ
、現
地
の
石
工

を
指
導
し
て
、１
８
４
６（
弘
化
３
）年
に
築
造

し
た
西
田
橋（
鹿
児
島
市
）で
も
、移
設
保
存
の

際
に
発
見
さ
れ
た
。川
床
が
軟
弱
な
地
盤
に
石

造
ア
ー
チ
橋
を
架
け
る
際
の
工
夫
と
言
え
る
。

　

上
塚
事
務
局
長
は
、は
し
ご
胴
木
の
使
用
に

つ
い
て
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
軟
弱
な
地
盤
は
干
拓
地
も
同
じ
。鹿
児
島

で
石
橋
を
架
け
る
以
前
、岩
永
三
五
郎
は
八
代

海
の
干
拓
工
事
で
石
工
棟
梁
を
命
じ
ら
れ
、現

場
で
備
前
（
岡
山
県
と
兵
庫
県
の
一
部
）
の
石

工
集
団
か
ら
、は
し
ご
胴
木
の
使
い
方
を
学
ん

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。三
島
県
令
時
代
に
架
設

さ
れ
た
山
形
県
の
石
橋
で
胴
木
が
見
つ
か
っ

た
事
実
は
、岩
永
三
五
郎
が
鹿
児
島
に
伝
え
た

技
術
が
山
形
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
を
示
す
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
小
巌
橋
の
修
復
工

事
。工
事
の
予
算
執
行
期
限
は
年
度
末
で
あ
る

が
、冬
は
２
㍍
を
越
す
積
雪
が
当
た
り
前
の
地

域
だ
け
に
、
現
場
で
は
、
工
事
中
の
豪
雨
に
よ

る
再
被
災
を
最
も
恐
れ
な
が
ら
、９
月
末
ま
で

の
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
。

（
２
０
１
５
年
８
月
９
日
・
広
報
部
）

新橋。上山市楢下、明治13年架橋、橋長14.7㍍、
橋幅4.4㍍、径間約12㍍、上山市指定文化財

吉田橋にその名が残る石工、吉田善之助が彫刻し
た烏帽子（えぼし）山八幡宮（南陽市赤湯）の狛犬

残っていた胴木に松の新材をつなぎ、は
しご状に組んで基礎石の下に設置(*a)

胴木は２列のはしご状になっていたよう
だが、1列は流失したとみられ、短い横木
が残っていた(*a)

基礎石の下に松材の胴木を発見(*a)

中山橋。上山市中山、明治13年架橋、橋長11.3㍍、
橋幅6.7㍍、上山市指定文化財

吉田橋。南陽市小岩沢、明治13年架橋、橋長12.6
㍍、橋幅7.2㍍、土木学会選奨土木遺産

堅磐橋。上山市川口、明治11年架橋、橋長14.3㍍
橋幅6.6㍍、上山市指定文化財

写真提供／中村まさあき

　山形の近代化を物語る貴重な土木
文化遺産。1面で紹介した南陽市・上山
市の石橋・石造物。
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会
則
変
更

　

第
36
回
総
会
で
は
、
会
則
の
変
更
が
決
議

さ
れ
た
。
変
更
箇
所
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

第
２
条

【
変
更
後
】
事
務
所
を
、
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町

下
市
１
８
２
番
地
２「
通
潤
橋
史
料
館
内
」に
置
く
。

【
変
更
前
】
事
務
所
を
、
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町

下
市
１
８
２
番
地
２
「
通
潤
史
料
館
内
」
に
置
く
。

《
変
更
理
由
》
施
設
名
称
に
つ
い
て
の
錯
誤
を
修
正

す
る
も
の
。

　

第
36
回
日
本
の
石
橋
を
守
る

会
大
会
が
2
0
1
5
（
平
成

2
7
）
年
5
月
16
・
17
日
の
2

日
間
、
福
岡
県
八
女
市
で
開
催

さ
れ
た
。
総
会
の
会
場
は
八
女

市
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
同

市
上
陽
町
）。
大
会
に
は
30
人
の

個
人
会
員
に
加
え
、「
ひ
ふ
み
よ

橋
を
守
る
会
」（
上
陽
町
）
や
「
院

内
石
橋
群
景
観
保
全
協
議
会
」

（
大
分
県
宇
佐
市
）
の
会
員
も
団

体
会
員
と
し
て
参
加
し
、
参
加

者
は
計
78
人
と
な
っ
た
。

第
36
回
八
女
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
１
日
目
（
5
月
16
日
）】

　

開
会
宣
言　

末
永
暢
雄
・
副
会
長

　

主
催
者
挨
拶　

甲
斐
利
幸
・
会
長

　

来
賓
挨
拶　

北
嶋
藤
孝
・
八
女
市

　
　
　
　
　

副
市
長

　

通
常
総
会　

議
長　

久
間
一
正
氏

　

活
動
報
告　

贄
田
岳
和
・
中
村
秀

　
　
　
　
　

樹
・
尾
上
一
哉
・
各
氏

　

ひ
ふ
み
よ
橋
を
守
る
会
活
動
報
告

　

講
演
会
「
上
陽
の
石
橋
を
守
る
」

　

講
師　

武
末
博
伸
氏　

㈱
建
設
技

　
　
　

術
セ
ン
タ
ー
副
社
長

　

意
見
交
換
会
（
え
び
す
や
）

【
２
日
目
（
５
月
17
日
）】

　

現
地
石
橋
見
学
会

　

案
内
役　

馬
場
紘
一
氏　

技
術
士

　
　
　
　
（
建
築
）・
郷
土
史
家

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

福
岡
県
八
女
市
で
第
36
回
大
会
を
開
催

「
ひ
ふ
み
よ
橋
」保
存
へ
向
け

地
域
住
民
が
多
数
参
加

　

1
日
目
の
通
常
総
会
で
は
、

２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨

で
被
害
を
受
け
た
、
同
市
を
流

れ
る
星
野
川
に
架
か
る
「
ひ
ふ

み
よ
橋
」（
洗
玉
橋
・
寄
口
橋
・

大
瀬
橋
・
宮
ケ
原
橋
）
の
保
存
・

修
復
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
「
ひ

ふ
み
よ
橋
を
守
る
会
」
の
久
間
一

正
・
会
長
を
議
長
に
選
出
し
議

事
が
進
行
。
下
の
会
則
変
更
案

が
提
出
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

活
動
報
告

　

通
常
総
会
の
後
は
、
昨
年
度

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
贄

田
岳
和
・
資
料
整
理
部
長
は
、

石
橋
を
発
見
し
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
披
露
。
中
村
秀
樹
・

調
査
研
究
部
長
は
、
熊
本
県
で

行
っ
た
石
橋
健
全
度
調
査
に
つ
い

て
報
告
。
尾
上
一
哉
・
石
橋
構
築
・

修
復
技
術
者
養
成
事
業
実
行
委

員
は
、
文
化
庁
の
補
助
を
受
け

て
今
年
３
月
、
冊
子
「
次
世
代

に
つ
な
ぐ
石
橋
構
築
・
修
復
技

術
」
を
発
行
し
た
こ
と
、
事
業

が
山
形
県
の
石
橋
修
復
へ
と
展

開
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
告

し
た
。

　

ひ
ふ
み
よ
橋
を
守
る
会
の
小

井
手
恒
則
氏
は
、
豪
雨
か
ら
約

洗玉橋（福岡県八女市上陽町、県指定文化財）では、地元の若者たちが結成した「和太鼓 童衆～WARABESHU～」
の熱い演奏が披露された

大会会場の八女市農業活性化センター（上陽町）
総会で議長を務めた
久間一正氏

「ひふみよ橋を守る会」会員も大会に参加



<5>　「日本のいしばし」87 号（通算）　2015 年 9月8日発行

第
７
条

【
変
更
後
】
会
費
は
毎
年
、
定
時
総
会
の
日
ま
で
に

そ
の
年
度
分
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

【
変
更
前
】
１　

年
度
途
中
に
入
会
し
た
会
員
は
、

そ
の
年
度
の
期
首
に
入
会
し
た
も
の
と
す
る
。

２　

年
度
途
中
で
退
会
し
た
会
員
は
、
そ
の
年
度

の
期
末
に
退
会
し
た
も
の
と
す
る
。

３　

会
費
は
毎
年
、
定
時
総
会
の
日
ま
で
に
そ
の

そ
の
年
度
分
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

《
変
更
理
由
》
年
度
途
中
の
入
退
会
者
の
年
会
費
を

減
額
し
な
い
旨
の
規
定
で
あ
る
が
、
第
８
条
の
退

会
理
由
と
の
不
整
合
（
死
亡
後
も
会
員
と
し
て
取

り
扱
う
等
）
を
解
消
す
る
た
め
、
第
２
項
お
よ
び

第
３
項
を
削
除
す
る
。
な
お
、
途
中
入
退
会
者
の

年
会
費
の
取
り
扱
い
も
従
前
の
通
り
、
減
額
し
な

い
も
の
と
す
る
。

第
14
条

【
変
更
後
】
…
緊
急
事
項
は
理
事
会
に
お
い
て
処
理

す
る
。

【
変
更
前
】
…
緊
急
事
項
は
役
員
会
に
お
い
て
処
理

す
る
。

第
17
条
（
５
）

【
変
更
後
】そ
の
他
理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
事
項
。

【
変
更
前
】そ
の
他
役
員
会
が
必
要
と
認
め
た
事
項
。

《
変
更
理
由
》
第
14
条
第
２
項
の
「
会
議
の
種
別
」

名
称
と
の
整
合
の
た
め
。

第
14
条
第
３
項

【
変
更
後
】
理
事
会
は
会
長
・
副
会
長
を
含
む
理
事

で
構
成
す
る
。

【
変
更
前
】
理
事
会
は
会
長
・
副
会
長
お
よ
び
理
事

で
構
成
す
る
。

《
変
更
理
由
》第
９
条
、第
11
条
の
役
員
規
定（
会
長
、

副
会
長
は
理
事
で
は
な
い
）
と
の
整
合
の
た
め
。

２
カ
月
後
に
60
人
で
会
が
発
足

し
、
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。

　

同
会
は
、
ひ
ふ
み
よ
橋
の
保

存
・
修
復
、
二
次
災
害
防
止
の

た
め
、
各
橋
付
近
の
流
木
や
が

れ
き
の
撤
去
等
を
八
女
市
へ
陳

情
。
翌
年
６
月
に
は
、
ひ
ふ
み

よ
橋
や
生
駒
野
石
切
り
場
（
上

陽
町
）、
市
の
伝
統
工
芸
で
あ
る

石
灯
籠
（
と
う
ろ
う
）
工
場
等

の
見
学
イ
ベ
ン
ト
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
で
土
木
設
計
家
の
篠

原
修
氏
を
招
い
た
講
演
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

昨
年
８
月
、
福
岡
県
八
女
県

土
整
備
事
務
所
は
、
最
も
大
き

な
被
害
を
受
け
た
宮
ケ
原
橋
補

修
、
な
ら
び
に
、
同
橋
右
岸
の

用
地
を
取
得
し
、
分
水
路
と
橋

梁
を
新
設
す
る
河
川
改
修
計
画

を
発
表
。
現
在
、
事
業
が
進
行

中
で
あ
る
。

講
演
会

　

続
い
て
、「
上
陽
の
石
橋
を
守

る
」
と
題
し
、
㈱
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
（
福
岡
市
博
多
区
奈
良

屋
町
）
の
武
末
博
伸
・
副
社
長

の
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

上
陽
町
の
北
部
山
間
部
に
架

け
ら
れ
た
「
朧
（
お
ぼ
ろ
）
大
橋
」

（
全
長
２
９
３
㍍
、
福
岡
県
内
最

大
規
模
の
P
C
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
単
一
ア
ー
チ
橋
、篠
原
修
設
計
）

が
、
実
は
「
石
橋
の
子
孫
」
と

言
え
る
構
造
形
式
で
あ
り
、
ひ

ふ
み
よ
橋
が
架
か
る
「
石
橋
の

古
里
」
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ

ン
が
追
求
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

　

朧
大
橋
は
、
周
辺
環
境
と
構

造
的
合
理
性
に
優
れ
、
地
域
に

密
着
し
た
極
め
て
優
秀
な
橋
と

し
て
２
０
０
２
年
、
土
木
学
会
・

田
中
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

講
演
で
武
末
氏
は
、
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
る
、
ひ
ふ
み
よ
橋

の
被
害
状
況
を
振
り
返
り
、
石

橋
を
現
地
に
残
し
、
ど
う
守
っ
て

い
く
か
に
つ
い
て
、
河
川
改
修
計

画
の
一
部
を
紹
介
し
た
。

現
地
石
橋
見
学
会

　

２
日
目
は
技
術
士
（
建
築
）・

郷
土
史
家
の
馬
場
紘
一
氏
が
案
内

す
る
、
現
地
石
橋
見
学
会
が
行

わ
れ
た
。

　

宿
泊
先
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
（
黒
木
町
）
を
出
発
し
、
古

須
崎
橋
、
熊
野
宮
参
道
橋
ほ
か
、

「
学
び
の
館
」（
旧
隈
本
邸
）
を

訪
問
。
バ
ス
で
移
動
中
、
馬
場

氏
か
ら
、
藩
政
期
、
柳
川
・
久

留
米
の
両
藩
が
存
亡
を
賭
け
て

築
造
し
た
総
延
長
24
㌔
に
及
ぶ

農
業
用
水
路
（
廻
水
路
）
に
つ

い
て
、
解
説
を
聞
い
た
。
洗
玉

橋
で
は
、
歓
迎
の
和
太
鼓
演
奏

が
催
さ
れ
、
一
行
は
宮
ケ
原
橋
の

現
状
を
確
認
し
、
寄
口
橋
の
そ

ば
の
「
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
」

で
解
散
し
た
。（
広
報
部
）

古須崎橋そばの廻水路（黒木町）

洪水に耐えた宮ケ原橋（上陽町）
案内役の馬場紘一氏

講師の武末博伸氏

講演会で「石橋の子孫」と紹介された
朧（おぼろ）大橋（上陽町）

熊野宮参道橋（黒木町）
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放
水
路
に
よ
る
保
存
事
例

　

熊
本
県
玉
名
市
の
高
瀬
裏
川（
た
か
せ
う

ら
か
わ
）は
、菊
池
川
の
支
川
で
、こ
の
辺
り

は
か
つ
て
、
水
運
に
よ
る
物
資
の
集
散
地
で

し
た
。江
戸
時
代
に
架
け
ら
れ
た
「
高
瀬
目

鏡
橋
」（
写
真
４
）や
石
造
り
の
桁
橋

群
が
あ
り
、水
門
の
機
能
を
併
せ
持

つ
秋
丸
目
鏡
橋
も
移
設
さ
れ
て
い

ま
す
。近
く
に
は
、
船
へ
の
米
の
積

み
込
み
に
利
用
さ
れ
た「
俵
こ
ろ
が

し
」と
呼
ば
れ
る
古
い
石
畳
の
坂
も

残
っ
て
お
り
、
一
帯
は
歴
史
的
な

「
石
」
の
文
化
を
感
じ
ら
れ
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
瀬
裏
川
に
は
、こ
の
地
区
の
上

流
部
に
洪
水
を
直
接
、菊
池
川
に
流

す
た
め
の
放
水
路
（
写
真
５
）
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。排
水
樋
門
や
強

制
的
に
排
水
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ

場
も
併
設
さ
れ
、下
流
の
水
量
を
大

幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、
高
瀬
目
鏡
橋
な

ど
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
の
保
存
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。こ
こ
は
現

在
、「
高
瀬
裏
川
水
際
緑
地
」と
し
て

公
園
化
さ
れ
、
花
し
ょ
う
ぶ
の
名
所

で
知
ら
れ
る
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
、
石
橋

の
機
能
と
社
会
が
求
め
る
機
能
と
に
ズ
レ

が
生
じ
た
場
合
の
対
応
事
例
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

水を「分けて流して」守る

河
川
バ
イ
パ
ス
に
よ
る
保
存
事
例

　

昭
和
57
年
７
月
に
長
崎
で
大
水
害
が
発

生
し
ま
し
た
。長
崎
市
を
流
れ
る
中
島
川
に

架
か
る
石
橋
群
は
、
６
橋
が
流
失
し
、
国
指

定
重
要
文
化
財
の
「
眼
鏡
橋
」
も
大
破
す
る

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

災
害
後
、中
島
川
の
川
幅
を
広
げ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、多
く
の
石
橋
保
存
の
声

を
受
け
て
、一
部
の
区
間
に
つ
い
て
は
、川
の

左
右
両
岸
に
河
川
バ
イ

パ
ス
ト
ン
ネ
ル
（
写
真

１
）
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、
眼

鏡
橋
と
そ
の
下
流
の

「
袋
橋
」
は
原
形
の
ま

ま
復
旧
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
流
出
し
た
石

橋
の
う
ち
４
橋
は
、
川

の
流
れ
を
阻
害
し
な
い

よ
う
橋
の
形
が
改
変

さ
れ
、
石
橋
と
し
て
再

建
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
川
バ
イ
パ
ス
の
事

例
と
し
て
は
、
熊
本
県

荒
尾
市
の
関
川
に
架

か
る
「
岩
本
橋
」（
写
真

２
）
も
あ
り
ま
す
。昭

和
30
年
代
に
行
わ
れ

た
関
川
の
改
修
に
よ

り
、
橋
の
左
岸
側
に
バ
イ
パ
ス
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。工
事
に
よ
り
岩
本
橋
は
美
し
い
姿

の
ま
ま
残
り
、周
辺
が
公
園
化
さ
れ
て
市
民

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
３
は
、自
然
石
を
用
い
た
親
柱
が
と

て
も
印
象
的
な
山
形
県
南
陽
市
の
「
吉
田

橋
」
で
す
。こ
こ
で
は
左
岸
側
に
バ
イ
パ
ス

が
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
洪
水
時
の
石
橋

へ
の
影
響
を
緩
和
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、本
年
の
第
36
回
大
会
で
紹
介
さ

れ
た
、
福
岡
県
八
女
市
の
星
野
川
に
架
か
る

「
宮
ヶ
原
橋
」（
石
造
４
連
ア
ー
チ
橋
）に
つ
い

て
も
河
川
バ
イ
パ
ス
を
設
け
、
現
地
保
存
を

図
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
、
遊
水
地
や
ダ
ム
な
ど
で「
水
を
ゆ

っ
く
り
流
す
」方
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、石
橋
を
迂
回（
う
か
い
）す
る
水

路
（
バ
イ
パ
ス
）
や
川
の
流
れ
先
を
変
え
る

放
水
路
を
設
け
る
方
法
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
川
の
流
れ
を
「
分
け
る
」
こ
と
に

よ
っ
て
、
石
橋
の
下
を
流
れ
る
水
量
を
減
ら

す
取
り
組
み
で
す
。

写真１　中島川バイパストンネル（長崎市）
前方左右がバイパスの入口。後方２橋目が眼鏡橋

写真5　高瀬裏川放水路（熊本・玉名市）
余分な水を左側へ放水。正面がポンプ場

写真4　高瀬目鏡橋（熊本・玉名市）
上流の放水路整備により、現位置保存が可能に

写真３　吉田橋（山形・南陽市）
左岸側の河川バイパスが洪水時の影響を緩和

写真2　岩本橋（熊本・荒尾市）
左岸側に河川バイパスが整備され周辺は公園に

石
橋
を

守
る
た
め
に
᳄
３
᳅

　
　
　
　

  

会
員　

軸
丸　

英
顕
᳄
熊
本
県
᳅

写
真
提
供
／
軸
丸
英
顕
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橋
の
名
称
の
変
化
と
揺
れ

　

熊
本
県
の
め
が
ね
橋
の
名
称
は
、架
設
後
に

変
化
し
、い
く
つ
か
の
呼
び
名
が
あ
っ
て
、揺
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　

国
指
定
重
要
文
化
財
の
霊
台
橋
と
通
潤
橋

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。霊
台
橋
架
設
当
時
の
工

事
日
記
を
調
べ
る
と
当
初
、右
岸
側
の
地
名
を

付
け
て「
船
津
目
鑑
橋
」だ
っ
た
け
れ
ど
、地
域

住
民
が
架
設
工
事
を
手
伝
い
、予
定
よ
り
早
く

橋
が
完
成
し
た
。砥
用（
と
も
ち
）手
永
惣
庄
屋

（
そ
う
じ
ょ
う
や
）の
篠
原
善
兵
衛（
さ
さ
わ

ら
・
ぜ
ん
べ
い
）は
、そ
れ
が
中
国
の
古
典「
孟

子
」に
登
場
す
る
文
王
の
時
代
の
物
見
台（
霊

台
）建
設
の
話
に
類
似
し
て
い
る
と
気
付
き
、

霊
台
を
橋
の
名
に
冠
し
た
。「
聖
の
御
代
の
う

て
な
の
名
に
添
へ
て
此
の
橋
の
名
を
れ
い
た
い

橋
と
名
づ
け
」と
記
し
て
い
る
。以
降
は「
霊
台

橋
」と
呼
ば
れ
た
が
、そ
れ
で
も
地
元
民
は
、右

岸
の
地
名（
船
津
）に
ち
な
ん
で「
ふ
な
つ
ば

し
」と
呼
ん
で
い
た
。

　

通
潤
橋
は
、連
通
管
方
式
の
水
路
橋
で
あ
る

こ
と
か
ら
、「
吹
上
台（
ふ
き
あ
げ
だ
い
）目
鑑

橋
」と
名
付
け
ら
れ
た
。そ
の
後
、奉
行
の
真
野

源
之
助（
ま
の
・
げ
ん
の
す
け
）は
、中
国
の「
易

経
」注
釈
書
に
記
さ
れ
た「
沢
在
二

山
下
一

其
気

上
通　

潤
及
二

草
木
百
物
一
」か
ら「
通
」「
潤
」の

二
文
字
を
選
び「
通
潤
橋
」と
命
名
。勤
王
の
志

士
、宮
部
鼎
蔵（
み
や
べ・
て
い
ぞ
う
）揮
毫（
き

ご
う
）の
石
碑
は
見
た
人
が
多
い
は
ず
。

　

石
碑
に
橋
名
が
彫
っ
て
あ
る
と
、橋
の
名
に

揺
れ
が
少
な
い
。迫
間
川（
菊
池
川
水
系
）の

「
迫
間
橋
」の
石
碑
の
文
字
は
隈
府（
菊
池
市
）

の
学
者
、城
野
静
軒
が
揮
毫
。上
流
の「
龍
門

（
り
ゅ
う
も
ん
）橋
」、そ
の
上
流
の「
虎
口（
こ

く
）橋
」、龍
門
ダ
ム
上
流
の「
鳳
来（
ほ
う
ぎ
）

橋
」、各
橋
名
が
大
書
し
て
あ
る
。村
人
が
橋

の
名
を
呼
ぶ
の
に
揺
れ
は
な
か
ろ
う
。

　

吉
田
川（
菊
池
川
水
系
）に
架
か
る
２
連
ア

ー
チ
３
基
の
う
ち
、

最
上
流
の
「
熊
入

橋
」の
名
は
呼
び
名

の
揺
れ
が
少
な
い
。

下
流
の
橋
は「
湯
町

川
橋
」と
橋
名
が
刻

ま
れ
て
い
た
が
、後

に「
湯
町
橋
」へ
と

変
化
し
て
い
る
。

　

鉾
ノ
甲
川（
菊
池

川
水
系
）
の
立
門

（
た
て
か
ど
）橋
は
、

壁
面
に
大
き
く「
立

門
」と
浮
き
彫
り
し

て
あ
る
。間
違
え
よ

う
が
な
い
が
、「
り
ゅ
う
も
ん
」と
読
む
人
は
い

な
い
で
し
ょ
う
な
。

　

山
鹿
市
鹿
北
町
を
流
れ
る
岩
野
川
に
架
か

る「
田
中（
た
ん
な
か
）橋
」は
、石
碑
に「
化
巌

矼（
け
ご
ん
こ
う
）」と
彫
っ
て
あ
る
。「
矼
」は

石
造
ア
ー
チ
橋
を
指
す
が
、読
み
が
難
し
く
、

な
じ
ま
な
い
の
か
、専
ら「
た
ん
な
か
ば
し
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。そ
こ
か
ら
峠
を
越
え
た

同
市
菊
鹿
町
山
内
に
は
、「
確
巌
矼（
か
く
ご
ん

こ
う
）」「
萬
歳
矼（
ば
ん
ざ
い
こ
う
）」の
二
碑

が
残
る
。確
巌
矼
は
現
存
し
て
い
る
が
、難
解

文
字
が
敬
遠
さ
れ
た
の
か
、「
今
村
の
め
が
ね

橋
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。内
田
小
学
校
山
内
分

校
前
に
あ
っ
た
萬
歳
矼
は
、洪
水
で
流
失
し
た

の
で
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
架
け
替
え
ら
れ

た
。

　

熊
本
市
中
心
街
を
流
れ
る
坪
井
川
に
架
か

る「
明
八
橋
」「
明
十
橋
」は
、架
設
年（
明
治
８

年
、10
年
）を
冠
し
、橋
名
に
揺
れ
が
な
い
。

　

緑
川
水
系
で
は
、宇
城
市
豊
野
町
の
橋
名
に

は
変
化
が
多
い
。丸
山
家
文
書
に
出
て
く
る

「
下
休
目
鑑
橋
」は「
下
安
見
の
め
が
ね
橋
」と

表
記
さ
れ
た
が
、そ
れ
が
小
字
に
ち
な
ん
で

「
下
鶴
橋
」へ
変
化
。古
文
書「
町
在
」に「
馬
渡

川
目
鑑
橋
」と
記
さ
れ
た
橋
は「
山
崎
橋
」、同

じ
く「
鬼
迫
川
目
鑑
橋
」は「
三
由（
み
つ
よ
せ
）

橋
」と
、現
在
は
地
名
を
冠
し
て
い
る
。

　

下
益
城
郡
美
里
町
の「
馬
門（
ま
か
ど
）橋
」

は
、古
文
書
に「
馬
門
川
目
鑑
橋
」と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
で
、同
じ
く

「
小
莚
村
佐
俣
村
懸
二
俣
川
目
鑑
橋
」「
小
莚
村

佐
俣
村
懸
二
俣
福
良
渡
目
鑑
橋
」は
、そ
れ
ぞ

れ「
小
莚
二
俣
目
鑑
橋
」「
二
俣
福
良
渡
目
鑑

橋
」と
表
記
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
名
称
決

定
は
、教
育
委
員
会
担
当
者
の
判
断
だ
ろ
う
。

　

同
じ
緑
川
支
流
で
上
益
城
郡
御
船
町
を
流

れ
る
門
前
川
に
架
か
る「
門
前
川
目
鑑
橋
」は
、

今
春
、県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。「
町
在
」

を
見
る
と
、「
西
木
倉
村
懸
往
還
筋
谷
川
」に
架

け
た
と
い
う
意
味
か
ら「
西
木
倉
目
鑑
橋
」と

称
し
て
い
た
が
、行
政
に
よ
り
河
川
名
が
門
前

川
と
決
め
ら
れ
た
こ
と
で
橋
名
が
変
化
し
た
。

　

上
益
城
郡
山
都
町
の
笹
原
川（
緑
川
水
系
）

に
架
か
る「
聖
橋
」は
、天
保
３
年
に
八
代（
野

津
）の
石
工
、岩
永
三
五
郎
が
架
け
た
こ
ろ
は
、

「
男
成
川
目
鑑
橋
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。そ
の
翌

年
、同
町
に
架
設
さ
れ
た「
下
馬
尾
川
目
鑑
橋
」

は
現
在
、「
浜
町
橋
」と
名
を
変
え
た
。い
つ
、誰

が
名
称
変
更
し
た
か
は
不
明
。

　

葦
北
郡
芦
北
町
に
は
、「
橋
本
眼
鏡
橋
」と

「
橋
本
橋
」が
あ
り
、混
同
し
や
す
い
。と
こ
ろ

が
橋
本
橋
の
所
在
地
は
、ど
う
や
ら
橋
ノ
元
ら

し
い
。町
の
社
会
教
育
課
に「
橋
ノ
元
橋
」が
正

し
い
の
で
は
な
い
か
と
尋
ね
た
が
、名
称
決
定

時
の
担
当
者
が
す
で
に
退
職
し
て
い
る
た
め
、

経
緯
不
詳
で
あ
っ
た
。橋
の
名
称
を
決
め
る
際

は
、地
名
や
由
来
を
吟
味
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
あ
る
。

　

人
吉
市
を
流
れ
る
球
磨
川
の
支
流
、鳩
胸
川

に「
柴
笠（
し
ば
が
さ
）の
眼
鏡
橋
」が
架
か
っ
て

い
る
が
、「
柴
笠
の
│
」の「
の
」は
必
要
な
の
か

と
市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
、担
当
者
が
気

の
毒
に
も
困
惑
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。天
草
市

の「
楠
浦
の
眼
鏡
橋
」も
同
様
で
、市
の
担
当
者

は「
要
り
ま
せ
ん
」と
明
言
さ
れ
た
が
、橋
の
案

内
表
示
に
は
、「
の
」が
付
い
て
い
る
。

　

地
名
の
下
に
付
く「
の
」は
、地
域
住
民
の
慣

用
か
ら
の
場
合
が
専
ら
で
、あ
っ
て
も
な
く
て

も
い
い
よ
う
だ
。こ
れ
も
日
本
語
の
揺
れ
現
象

と
言
え
よ
う
。 （
２
０
１
５
年
６
月
３
日
）
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

東
北
・
山
形
県
の
小
巌
橋
修
復
工
事
現
場

の
気
温
計
で
8
月
２
日
は
42
度
を
記
録
し
た

そ
う
で
す
。冬
は
２
㍍
の
雪
が
積
も
る
場
所
と

は
思
え
な
い
猛
暑
。そ
れ
で
も
工
事
は
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。安
全
を
第
一
に
、立
派

に
仕
上
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
号
で
は
、
紹
介
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

２
つ
あ
り
ま
し
た
。１
つ
は
、
熊
本
の
中
村
幸

史
郎
会
員
の
日
本
土
木
学
会
（
今
年
６
月
、
熊

本
大
学
で
開
催
）
で
の
「
石
造
め
が
ね
橋
の
ア

ー
チ
設
計
に
関
す
る
研
究
」
と
題
し
た
発
表
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
紹
介
す
る
予

定
で
す
。2
つ
目
は
熊
本
・
天
草
市
の
楠
浦
眼

鏡
橋
の
修
復
工
事
。こ
ち
ら
の
工
事
は
来
年
度

も
続
く
た
め
、次
号
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

（
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

　

も
う
40
年
ほ
ど
前
の
微
か
な

記
憶
。バ
ス
か
ら
見
え
た
、
丸
い

ア
ー
チ
の
石
橋
。小
ぢ
ん
ま
り
と

し
た
そ
の
姿
を
確
か
め
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
30
年
も
過
ぎ
て
か
ら
。

熊
本
の
石
橋
を
紹
介
す
る
本
の

表
紙
に
も
出
て
い
る
大
窪
橋
で

あ
る
。春
は
桜
の
咲
く
３
月
末
、

橋
は
評
判
通
り
の
美
し
さ
で
満

た
さ
れ
て
い
た
。

　

数
年
前
に
鉛
筆
だ
け
で
描
い

て
み
た
が
、も
う
一
度
描
き
た
く

　

大
分
県
日
田
市
の
求
来
里
（
く
く
り
）
地
区

で
、「
石
工
の
里
」を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

図
ろ
う
と
、11
年
の
時
を
経
て
、「
名
里
橋
」（
な

ざ
と
ば
し
）
の
移
築
が
今
年
３
月
に
竣
工
し

た
。同
橋
は
地
区
の
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
河

川
改
修
と
道
路
改
良
工
事
に
よ
り
、２
０
０
４

年
に
解
体
さ
れ
、石
材
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

移
築
さ
れ
た
場
所
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に

架
け
替
え
ら
れ
た
現
在
の
名
里
橋
の
１
㌔
近

く
下
流
の
親
水
公
園
内
（
市
道
沿
い
の
石
碑

「
求
来
里
地
区
圃
場
整
備
事
業
竣
工
記
念
碑
」

近
く
）。石
橋
は
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ

保
存
石
材
使
い
移
築

「
名
里
橋
」＝
大
分
・
日
田
市

第3７回大会は、2016年5月14・15日
大分県宇佐市院内町で開催が決定

ー
ト
の
護
岸
に
取
り
付
け
ら
れ
、路
面
も
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、金
属
製
の
欄
干
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。移
築
さ
れ
た
名
里
橋
は
、
現
代
の
土
木
工

法
を
併
用
し
て
施
工
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

石
材
（
旧
材
）
の
表
に
は
番
号
が
書
か
れ
て

い
る
が
、要
石
の
両
側
の
薄

い
輪
石
の
列
に
は
番
号
が

な
い
こ
と
か
ら
、そ
こ
に
新

材
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
る
。元
の
ア
ー
チ
の
形

状
に
復
元
し
よ
う
と
し
た

が
、
何
ら
か
の
誤
差
が
生

じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。解

体
時
に
元
の
石
橋
の
形
状

を
測
量
し
、
正
確
に
記
録

な
っ
た
の
が
２
年
前
。２
度
も
描

き
た
く
な
る
ほ
ど
の
石
橋
な
の

で
あ
る
。そ
れ
ほ
ど
魅
力
の
詰
ま

っ
た
石
橋
の
一
つ
が
、大
窪
橋
。

　

２
度
目
は
画
材
を
鉛
筆
か
ら

サ
イ
ン
ペ
ン
に
変
え
た
。濃
淡
を

つ
け
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
ペ
ン

を
倒
し
気
味
に
す
る
こ
と
で
何

と
か
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

き
っ
と
昔
か
ら
、
地
区
の
住
民

に
愛
さ
れ
て
き
た
に
違
い
な
い
。

　

描
き
上
げ
て
そ
う
思
っ
た
。

（
2
0
１
３
年
作
品
、
サ
イ
ン
ペ

ン
画
、文
＝
石
原
史
彦
）

移築された名里橋（大分・日田市求来里）
写真上は上流側。下は下流側。用水路の水が
アーチ下を流れ、求来里川に注いででいる

さ
れ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、そ
こ
に
は
復

元
の
難
し
さ
が
現
れ
て
い
る
。

　

親
水
公
園
に
は
も
う
１
橋
、
保
存
石
材
を

使
っ
た
石
橋
の
移
築
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
、

地
元
紙
な
ど
は
報
じ
て
い
る
。（
広
報
部
） 速報

石
橋
の
あ
る
風
景

石原 史彦 「大窪橋」
熊本県下益城郡美里町


